
 
 
 
 
 

 ペットによる火災に要注意     

  

       

 

      

      

 

     
 
 
 
 
 
 
    
 
                                                                         

 

 

 

 

 

            

事例３ （２０１４年 ８月 天白区） 

          ソファー上に置かれた火のついたアロマ 

キャンドルを猫が倒したことにより、周囲 

          に置かれた衣類が燃えたもの。 

2024・12 
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人間が気をつけること 

・出かける時はガスコンロの元栓を閉める。ＩＨコンロの主電源を切る。コンロのス

イッチをロックする機能があれば使う。 

・コンロや暖房器具の周囲には、ペットの興味を引く物や可燃物を放置しない。 

・目を離す時や出かける時は、ペットをケージに入れる。 

 飼っている犬や猫などが、コンロや暖房器具の操作ボタンを誤って押してしま

う、電気製品に排尿したり、電源コードを噛むことでショートする、火のついたキ

ャンドルを転倒させるなどが原因で火災が発生しています。経済産業省が、これら

の火災を「もふもふプッシュ」という言葉で表現し、全国で注意喚起をしています。名

古屋市においては、２００５年１月からのおよそ２０年間で、ペットが原因と推定

される火災が２４件発生しています。 

・電気製品を使用しない時はプラグを抜いて、ペットの行動範囲外に保管する。 

・ペットが好む排尿場所付近に電気製品を置かない。 

事例２ (２００６年 １月 北区) 

電気ファンヒーターの電源コードを、犬が噛んだこ

とでショートし、発生した火花によりコードの被覆

が燃え火災になったもの。 

事例１ （２０２４年 ２月 瑞穂区） 

居住者が留守の間、犬が３口ガステーブル上の可燃ごみが入った

袋に飛びついた際に、プッシュ式点火スイッチが押されたことに

よりコンロが点火し、それらの可燃ごみが燃えたもの。 

     



救　助救　急火　災

月中に発生した火災・救急・救助11

学　区発生日

　火災概要○

件15

前年当月前年当月当　月

災害概要種　別発生場所

30月11～月1（　昨年中との比較○

◆北区内

1 日 日 ）

区　分

火　災

◆名古屋市内

救　急

○

当　月 前年当月 当　月

2 件 1 件 931 件 990 件 15 件

負傷者
（人）

救　助

▲ 5

件　数 死　者
（人）建　物 建物以外

11,196 220

11,202 228令和６年 30

増　減 ＋6＋1 ＋8＋6＋5

22 8 0 11

令和５年 29 16 13 0 6

0

前年当月

○

火　災 救　急 救　助

12,512 件 204 件 192 件39 件 37 件 12,284 件

当　月 前年当月 当　月 前年当月 当　月

11 月中に発生した火災・救急・救助

増　減

令和5年 498 322 176 20 106

▲ 14▲ 11▲ 11▲ 26▲ 37 ＋272＋2,691

165 9 92 144,134 2,542

141,443 2,270

令和6年 461 296

（ 1 月 日 ）

区　分

火　災

30○ 　昨年中との比較

建　物 建物以外

救　急 救　助
件　数 死　者

（人）
負傷者
（人）

1 日 ～ 11 月

11月26日 六郷北 山田二丁目地内 建物
共同住宅の一室から出火
延焼なし・死者なし・負傷者なし

11月25日 安井四丁目地内 建物
共同住宅の一室から出火
延焼なし・死者なし・負傷者なし

城北



　

○　災害予防一口メモ

現在の速報値です。

　学区別火災統計

6 年 11 月 30 日
救急・救助にあっては、出動件数であり、市外への出動を含みます。
令和

11

（注）

合　計 30 22 8 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0如　意

楠　西

楠 0 0 0 0 0

西味鋺 1 1 0 0 2

味　鋺 4 3 1 0 2

1 0 1

川　中 1 1 0 0 0

光　城 2 1

1 1 0 0 0

2

城　北

東志賀 4 3 1 0

0 0 0

0

金　城 2 2

0

清　水 4 2 2 0

大　杉 0 0 0 0

1 1 0 0 0杉　村

辻 1 0 1

3 3 0 0 4

0 0

名　北

宮　前 2 1 1 0 0

建物以外学　区 火災件数 死　者
（人）

負傷者
（人）

0 0 0飯　田 1 1

六郷北 3 2 1 0 0

○ 11 月 30 日 ）（ 1 月 1 日 ～

0六　郷 0 0 0 0

建　物

リチウム電池を使用した、モバイルバッテリーや電化製品の充電中に火災が発生しています。

以下の注意事項に留意して、安全にご使用ください。

♦強い衝撃が加わった場合は、異常がないか確認して充電する。

♦バッテリーが膨張していたら使用を中止する。

♦発熱、異臭があれば使用を中止する。



　

（注）救急・救助にあっては出動件数であり、市外への出動を含みます。

2,235

令和3年 468 289 179 11 108 123,229 1,820

508 335 173 17 123 146,609令和4年

2,508

建物以外件　数

令和5年 550 355 195 20 120 155,776

○  名古屋市内過去３年間の火災・救急・救助の状況（１月１日～１２月３１日）

区　分

火　災

救　急 救　助
死　者
（人）

負傷者
（人）建　物

令和3年 21 11

11,297 195令和4年 31 21 10

10 2   4 10,014 182

246

3 13

31 16 15 0   6 12,305令和5年

建　物 建物以外件　数

　北区内過去３年間の火災・救急・救助の状況（１月１日～１２月３１日）

区　分

○

死　者
（人）

負傷者
（人）

火　災

救　急 救　助

年末特別消防警戒

例年１２月、１月は空気が乾燥し、火災が増加する傾向に

あります。大掃除で出たゴミなどを家の周囲に置かないなど、

放火されない環境づくりに努めましょう。

北消防署と北区消防団連合会（１９消防団）では、区民の

皆さまに安心・安全な新春を迎えていただけるように、年末

に学区内を巡回して火災の警戒と予防広報を行います。

ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

北消防署総務課 ☎９８１－０１１９

実施期間 １２月２６日（木）～１２月２９日（日）


